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The supersonic flow around the wedge by using the Mach wave analysis and the Prandtl 
Meyer expansion analysis with the shock wave analysis has been studied. The analysis 
error for the two methods was studied. And swept wing theory has been studied by the 
additional effect of the lateral flow. The result of this new analysis with considering the 
lateral flow shows the good agreement with the experimental results. 
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この式を計算した結果を図２．１０に示す。 
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（Ｍｃｒ）Λ＝０ の１／ｃｏｓΛ 倍となる。 
これが、一般的に言われている単純後退翼理論であ
る。 しかし、実際の計測では、 

































































  後退角を付けると、マッハ数（Ｍｃｒ）Λ は
翼に直角な成分（Ｍｃｒ）Λ x ｃｏｓΛ と 横
流れ成分（Ｍｃｒ）Λ x ｓｉｎΛ とに分けられ
る。 
  単純後退翼理論では、この横流れ成分 
（Ｍｃｒ）Λ x ｓｉｎΛ を省略したといえる。 




     Ｋ＝Ｍｗ／（Ｍｃｒ）Λ＝０ 
と考えてよい。 
 後退角Λの場合、（Ｍｃｒ）Λ x ｃｏｓΛ に
対する増加率は同じであるため、垂直成分による翼
面上の増加は 
   (Ｍｃｒ)Λ ｘ ｃｏｓΛ ｘ Ｋ  となる。 
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